
明王院は京都と若狭を結ぶ鮪街道の道すがら
にある。また、比叡山をめぐる霊場の一つでも
あるという多様な表情を持つ。葛川地区の総氏
神である地主神社は水の関わる非常にユニーク
な側面を持っている。
当社は国常立命を祭神とし、地主神の思古淵

明神を合杷する。息古淵明神はホの神といわれ、
安曇川流域では筏乗りの祖神として崇敬される。
境内には三間社春日造りの本殿とー聞社唐破

風造の幣殿が建つ。いずれも文亀2年(l502) 
の連立で、重要文化財に指定されている。

葛川明王院と三の滝
大津市葛川坊村町

[アヲセス1
• J R湖西線竪図駅から江若パスに乗車

「幼村j 下車後、徒歩3分。

明王院本堂 (重要文化財)

葛川明主院は、比良山系の西側を流れる安審}l|

上流の渓谷に立地する天台宗の寺院で、て色冶う明

王院ともよばれる。

背後に比良山がそびえ、安曇川に注ぐ幾筋もの

谷川がつくる深山幽谷の地形から、天台修験の道

場 ・別院として古くから山岳信仰の拠点、となった。

その歴史は、 平安時代初期の貞観年間 (859~

877)に、比叡山延暦寺の僧で近江国浅井郡出身

の相応和尚 (831~9 1 8) が葛川の三の滝で祈念し

ていたところ、総暴中に生身の不動明主を感得し、

自ら刻んだ不動明王を安置したことに始まると伝

える。

滝中の不動明王という特殊な信仰を背景とした

水の宝である。

ALF
 

[もっと詳しく知りたいひとへの案内]
(隠宜主献/防車施担)
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